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　メキシコの標高 4600 mサイトに建設された Large Millimeter Telescope (LMT) 50-m鏡に波長 2ミリ波帯
のヘテロダイン受信機システムを搭載し、単一鏡としては世界最高感度の 2ミリ波帯観測を実現する計画を推進
している。2018年 3月に LMT 50-m鏡に本受信機システムを搭載し、分子輝線観測によるファーストライトを
実現した。2018年 6月には、光学系の改良 (ミラーの角度調整機構の取り付け)によって受信機のアライメントを
補正し、2018年 9月 10月に本格的な試験観測を実行した。望遠鏡搭載時の受信機雑音温度は∼60 Kと、実験室
での測定結果と変わらない値が得られている。
　試験観測の結果、サブミリ波銀河ACT J2019+0120(z=2.64)からのCO J=5–4輝線とクェーサーB0218+357

を背景光源としたCO J=2–1吸収線 (z=0.68)を明確に検出することができた。さらに、Orion-KL領域に対して
CS J=3–2輝線のOTF観測を行い、10′×10′の領域のマップを取得するなど、今後のサイエンス観測に向けた観
測システムの立ち上げを行うことができた。一方で、ベースラインのスタンディングや、受信機の振動など幾つ
かの課題も見つかった。今後、それら課題を解決するための改良を行う予定である。本講演では、搭載時の様子
や、試験観測の解析結果 (能率など)、今後の予定について報告する。


